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且．緒言   

本研究はファジィ最小自乗予測法の数値解法にmÅ払d曲等の拡張された予測理論が適用可能  

と思はれ、この理論の数値解法を示さんとするものである。   

ウイナ…によって行われた予測理論では与えられた信号と雑音とはそれぞれ定常確率過程であ  

ると仮定し、t時刻よりα時間のちの信号波の億を予測するという問題を取り扱っている。この定  

常確率過程であるという仮定は、多くの問題にとって満足されると考えられまたこの仮定によっ  

て予測の理論は非常に透明なものとなった。   

しかし実際問題として、この仮定が満足されぬことがある。一般に雑音は定常確率過程と考えら  

れるが、信号波は定常確率過程と考えることは必ずしも適当でない。すなわちS（t）は非定常確  

率過程と考えなければならない。   

mA払位曲と凪勤評Z盛血は信号波が時間の多項式として表される部分と定常確率過程として  

表される節分との和である場合の理論を展開した。これはウイナーの理論の拡張となっている。皿）   

患ずこのウイナーの予知理論の拡張を導入し、次にこの際散形を示し、この簡散形の数値的方法  

に対するDPの関数方程式とそのアルゴリズムを示す。  

2．D『とラグランジュ乗数   

われわれがなすことはダイナミックプログラミングの関数方程式と古典的なラグランジュ乗数  

とを結合させることである。   

いま次の滝りに置こう。  
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ここにもみち，…はラグランジュ乗数である。．組（屯），酎（七）の自記相関関数を軋，私とする。  
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を最太化する簡単な問題となる。問題はα〟とα財＿lとを韓ぷ両超関係を得ることである。び紺を最  
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大化することと関連して、もしA〟が得られれば、んん‥・，A机上で同様な型の関数を最大化する  

ことが残されている。  

には 

¢＝にj′  

と置け古£選択んはすを中一んγ（〟）に変換する。  

ゆえに、もしn⇒），1，一つMとすべての中に関して定義された関数  
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を定義すれi£再帰関係がM≧2に対し  
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となる。ここに  
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この関係は最適性の原理の適用である。   

もしゃの次元力叫、であれぼ‡〃の‡の数値を得るために直接的に（14、31）を用うることが  

できる。しかしMが大であれば、以のの簡単な解析的構造の利点を用うることは本質的である。  

ん（のは各Mに対して  
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の形の『の2次形であることを仮定する。ここに払は引こ独立なマトリックスで、軋は申に独  
立なスカラーである。  
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